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主
 
な
 
内
 
容
 

山
ー
H

ペ
ー
ジ

に
続

く
 

‘ー 	、 

人
ロ
と

世
帯
 

I月末現在 前年同月比 

男 6.540人 一117人 

女 7.106人 	一108人 

計 13, 646人 	-225人 

世帯数 3,922 -1人 

ようこそ金木へ 

 

角巻き姿で「津軽の冬」満喫 

 

地吹雪体験の旅 へ 



第
百
一
干六
回
十

ニ
月
定
例
町
議
会
 

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
定

例
町
議
会

は
去
る
十
二
月
三

日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
五
日

間
と
決
定
し
、
昭
和
六
十
三

年
度
、
 一
般
会
計
補
正
予
算
 

案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
十

六
件
及
び
、
報
告
二
件
を
原

案
通
リ
可
決
、
閉
会
し
ま
し

た
。
 

可
決
 
さ
 
れ
 た
 
案
件
 

一
，
昭
和
六
十
三
年
度
金
木

町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六

号
）
の
件
 

ニ
、
昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
補
正
予
算

（
第
三
 

”
り
ノ
 
の
件
 

二
、
昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
一号
）
の
件
 

四
、
金
木
町
職
員
の
勤
務
時
問

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
件
 

(
 

昭和63年度一般会計予算総額 

釦億841万円に 

水稲種子更新補助金 

0万円、中体連派遣費

金 150万円など 

十 2,284万円補正する 

" " 

、  ‘一  “→ 
Al2月定例町議会風景 
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互
、
金
木
町
財
政
調
整
積
立
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
件
 

金
木
町
減
債
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

件
 

神
原
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
件
 

金
木
東
部
地
区
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
件
 

金
木
町
営
住
宅
使
用
料
及

び
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件
 

十
、
金
木
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
貝
会
委
貝
選
任
に
つ
い

て
同
意
を
求

め
る
件
 

金
木
町
教
育
委
員
会
委
 

n
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
件
 

人
権
擁
護
委
貝
推
せ
ん

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
件
①
 

人
権
擁
護
委
員
推
せ
ん

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
件
②
 

人
権
擁
護
委
貝
推
せ
ん

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
件

o
 

昭
和
六
十
三

年
度
金
木

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第

七
号
）
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

（
準
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第

四
号
）
の
件
 

金
木
町
職
員
給
与

に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件
 

専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
件
 

（
昭
和
六
十
三
年
度
金
木

町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
 

専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
及
び
承
認
を
求

め
る
件
 

（
昭
和
六
十
三
年
度
金
木

町

般
会
計
補
正
予
算

（
第
五

号
）
)
 

一
般
質
間
事
項
に

つ
い
て
、
 

各
議
員
の
質
問
趣
旨

並
び
に
答

弁
の
概
要
を
次
に
揚
げ
ま
す
。
 

農
林
商
工
振
劉

J
 

冷
害

対
策

に
つ
い
て
 

福
山
初
枝
議
員
 

質
問
①

I
天
災
融
資
法

の
貸
付

配
分
は
い
つ
頃
か
‘
 

質
間
②
ー
自
作
農
維
持
資
金

の

貸
付
配
分
は
い
つ
頃

か
。
 

一
質
問
③
廿
冷
害

対
策
本
部
設

識
 
 後

の
経
過
を
説
明
願
い
た
い
。
 

質
問
④
ー
農
業
共
済
金
は
い
つ

農
家
に
支
払
わ
れ
る
の
か
。
 

質
間
⑤
廿
町
活
性
化
の
た
め
の

起
爆
剤
的
施
策
を
伺
い
た
い
。
 

答
弁
①
、
②
中
谷
産
業
課
長

I
 

内
示
が
十
二
月
九
日
か
ら
十
一
一

日
の
問
と
予
想
さ
れ
、
実
際
本

人
に
支
払
わ
れ
る
融
資
額
は
、
 

三
月
中
旬
頃

と
予
想
さ
れ
る
。
 

答
弁
③
中
谷
産
業
課
長
廿
七
月

二
十
七
日
の
冷
害
対
策
本
部
設

置
に
基
づ
い
て
、
同
二
十
九

日

今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
協
議
。
 

八
月
二
日
、
第

】
回
H
の
理
事

会
開
催
。
同
十

一
H
、
農
林
商

工
常
任
委
貝
会
で
検
討
会
。
同

ニ
十
日
、
出
穏
状
況
を
普
及
所

と
地
域
的
に
調
査
。
同
三
十

一

日
か
ら
九
月
一
日

に
か
け
て
、
 

不
稔
調
査
を
実
施
。
同
十
六
日
、
 

被
害
程
度
が
大
き
か
っ
た
蒔
田
、
 

沢
部
、
藤
枝
、
川
倉
を
中
心
に

不
稔
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
 

被
害
の
大
き
い
所
で

は
五

O
％
、
 

藤
枝
、
川
倉
地
区
に
お
い
て
は
 

i
l
一L
・
八
％
の
被
害
が
あ
っ
た
。
 

同
二
十

H
幹
事
会
開
催
。
同
一
一

十

一
日
、
県
知
事
、
共
済
述
、
 

青
森
統
計
事
務
所

へ
陳
情

U
十

月
十
四

H
に
は
、
大
字
毎
の
被

害
面
積
調
査
央
施
。
同
十
五
日

に
は
、
共
済
組
合

と
被
害
状
況
 



へ
 

へ
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に
つ
い
て
打
合
せ
。
同
ニ
十
五

日
、
被
害
農
家
の
調
査
報
告
、
 

同
三
十

一
日
、
天
災
融
資
法
が

発
動
さ
れ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
協
議
。
十

一
月
十
六
日
、
 

救
農
土
木
に
つ
い
て
の
説
明
会
。
 

同
十
九
日
に
は
、
救
農
者
へ
の

求
労
申
込
み
の
チ
ラ
シ
を
配
布
。
 

同
二
十
五
日
に
、
求
労
申
込
み

者
四
十
三
名
を
決
定
。
同
二
十

八
日
に
は
、
求
労
作
業
日
程
と

場
所
割
当
等
の
説
明
会
を
開
催
。
 

同
二
十
九
日
、
実
質
的
救
農
作

業
に
入
っ
た
。
以
上
で
あ
リ
ま

す
。
 

答
弁
④
中
谷
産
業
課
長
廿
共
済

金
額
が
判
明
す
る
の
が
、
十
一
一

月
十
三
日
か
ら
十
五
日
頃
。
被

災
者
に
支
払
わ
れ
る
の
が
、
】
一

十
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
と
い

う
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
 

答
弁
⑤
町
長
ー
町
活
性
化
施
策

で
あ
る
が
、
ま
ず
第

一
に
働
く

場
の
多
い
町
づ
く
り
で
あ
る
。
 

特
に
男
子
雇
用
型
企
業
誘
致
の

た
め
に
、
今
後
も
積
極
的
に
国
 

・

県
に
陳
情
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
 

第
二
に
、
県
外
か
ら
の
観
光

客
を
町
へ
誘
致
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
素
通
り
観

光
で
は
な
く
「
滞
在
観
光
」
が
 
 大

事
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
宿

泊
施
設
の
整
備
が
急
務
で
あ
り
．
 

大
型
ホ
テ
ル
の
誘
致
も
必
要
と

考
え
る
。
 

ま
た
地
域
的
特
性
を
生
か
し

た
地
場
産
業
の
掘
り
起
こ
し
対

策
に
、
日
本
三
大
美
林
の
ヒ
パ

を
活
用
し
た
町
づ
く
リ
も
必
要

と
考
え
る
。
以
上
述
べ
た
こ
と

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
 

商
工
会
、
農
協
等
各
機
関
と
一

体
と
な
っ
て
努
力
す
る
。
 

再
質
間
廿
地
元
資
本
を
導
入
し

て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
や

る
考
え
は
な
い
か
。
 

答
弁
・
町
長
I
今
後
は
町
の
資

本
を
導
入
し
て
、
町
民
が
こ
れ

に
参
加
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
的

な
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。
 
 

関
連
質
問
 

吉
田
米
逸
議
員
I
天
融
法
や
自
 

n
農
雑
持
資
金
が
三
月
中
句
頃

と
い
う
こ
と
だ
が
、
農
家
が
支

払
い
に
困
窮
し
て
い
る
状
況
下

で
あ
る
の
で
、
早
め
る
運
動
を

起
こ
す
考
え
は
な
い
か
。
早
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
 

町
税
等
延
納
の
考
え
は
な
い
か
。
 

答
弁
・
町
長
廿
農
林
商
工
常
任

委
員
会
と
早
急
に
検
討
し
、
陳

情
効
果
が
あ
る
と
す
れ
ば
実
施

し
た
い
。
町
税
等
延
納
の
件
に

つ
い
て
は
、
そ
の
措
置
が
と
ら

れ
る
。
 

町
政
全
般
に
つ
い
て
 

吉
崎
正
光
議
員

質
間
①
I
男
子
型
企
業
誘
致
対

策
は
、
1
1体
的
に
ど
う
進
ん
で

い
る
か
。
 

質
間
②
I
今
年
度
の
政
府
売
渡

米
数
量
、
等
級
、
冷
害
に
対
す

る
損
失
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。
 

質
間
③
I
農
家
の
嫁
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
 

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。
 

質
間
④
I
学
童
や
生
徒
が
年
々

少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
統
計
的
人
数
は
い
く
ら
か
。
 

質
間
⑤
I
冷
害
に
よ
る
救
農
土
 
 木

の
規
模
は
ど
の
位
か
。
 

質
間
⑥
I
ば
ん
え
い
競
馬
対
策

は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
 

質
間
⑦
【
芦
野
公
闘
内
訴
訟
間

越
の
現
状
と
見
通
し
は
ど
う
か
。
 

質
間
⑧
I
町
内
道
路
舗
装
の
現

状
と
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
 

質
間
⑨
I
昇
風
山
内
真
部
線
の

道
路
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
 

答
弁
①
町
長
廿
国
・
県
へ
絶
え

ず
陳
情
し
て
い
る
状
況
下
で
あ

る
。
将
米
的
に
は
工
業
団
地
の

造
成
が
適
当
か
否
か
、
そ
の
他

今
後
担
当
の
委
員
会
と
検
吋
し

て
進
め
た
い
。
 

答
弁
②
中
谷
産
業
課
長
・
前
年

度
十
三
万
二
千
六
百
九
十
三
俵

に
対
し
、
今
年
度
は
十

一
月
一
一

十
九
日
現
在
十

一
万
六
千
九
百

四
十
七
俵
で
限
度
数
量
に
対
す

る
出
荷
率
は
9
2％
と
な
っ
て
い

る
。
等
級
別
に
み
る
と
前
年
度

は
、
 一
等
米
が
9
2％
、
二
等
米

が
u
％
、
三
等
米
が
0
2％
で
あ

っ
た
が
、
今
年
度
は
一
等
米
が
 

1
9％
、
二
等
米
が
7
6％
な
ど
と

前
年
度
と
全
く
逆
に
な
っ
た
。
 

こ
れ
に
対
す
る
減
収
量
は
前
年

度
に
比
較
す
る
と

一
万
二
千
三

十
七
俵
の
減
と
な
り
、
六
十
二
 
 年

度
の
平
均
単
価
に
置
き
換
え

て
み
る
と
、
二
億
一
千
七
百
万

円
余
り
の
減
収
と
な
っ
た
。
 

ま
た
、
品
質
低
下
に
対
す
る

損
出
は
三
千
ニ
百
万
円
余
り
で
、
 

合
わ
せ
て
二
億
五
千
万
円
余
り

の
損
山
と
推
定
さ
れ
る
。
 

そ
れ
か
ら
、
米
価
引
き
下
げ

に
対
す
る
損
出
九
千
ニ
百
万
円

余
り
。
転
作
に
よ
る
損
山
が
三

千
万
円
余
り
、
多
用
途
米
増
に

対
す
る
損
出
が

一
千
万円
余
り
、
 

合
わ
せ
て
冷
害
に
対
す
る
損
出

合
計
額
は
、
三
億
八
千
三
百
万

円
余
り
と
な
っ
た
。
 

答
弁
③
町
長
I
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
と
結
婚

し
た
い
方
を
三
回
ほ
ど
募
集
し

た
が
、
外
国
人
と
い
う
こ
と
で

希
望
者
が
少
な
か
っ
た
。
「魅
力

あ
る
農
業
」
で
あ
れ
ば
嫁
不
足

問
題
も
解
消
さ
れ
る
と
思
う
の

で
、
今
後
し
そ
の
た
め
に
努
力

す
る
。
 

答
弁
④
近
藤
教
育
長
ー
小

・
中

学
校
の
児
章
1
徒
数
は
六
十
三

年
度
一
千
六
」H
三
十
六
名
、
米

年
度
一
千
六
百
七
名
で
二
十
一
一

名
の
減
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
 

答
弁
⑤
町
長
廿
産
業
関
係
で
一
一

百
七
十
万
円
、
建
設
関
係
で
一
一

百
二
十
万
円
の
合
わ
せ
て
五
百

万
円
近
い
規
模
で
あ
る
。
就
労
 
 希

望
者
も
四
十
七
人
あ
っ
た
が
、
 

低
賃
金
の
た
め
出
稼
ぎ
し
た
方

が
い
い
と
い
う
状
況
下
で
あ
っ

た
。
 

答
弁
⑥
町
長
I
敢
近
ま
た
二
社

ほ
ど
米
庁
し
て
い
る
。
町
活
性

化
の
た
め
に
も
、
こ
の
件
に
つ

い
て
は
今
後
も
努
力
す
る
。
 

答
弁
⑦
町
長
I
県
立
自
然
公
園

の
一
角
と
し
て
は
、
町
で
は
ど

う
し
て
も
必
嬰
な
場
所
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
土
地

交
換
あ
る
い
は
取
得
と
い
う
こ

と
で
今
後
も
努
力
す
る
。
 

答
弁
⑧
町
長
I
米
舗
装
に
つ
い

て
は
指
摘
を
う
け
る
が
、
何
し

ろ
膨
大
な
延
長
撒
で
あ
る
。
し

か
し
、
町
民
に
生
活
道
路
と
し

て
の
不
便
を
か
け
な
い
た
め
に

も
、
で
き
る
だ
け
短
年
で
舗
装

さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
 

ま
た
．
今
後
の
計
画
と
し
て

は
旧
金
木
中
か
ら
大
東
ケ
丘
ま

で
の
芦
野
線
を
、
沿
線
所
有
者

と
折
衝
し
な
が
ら
是
非
舗
装
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

答
弁
⑨
木
村
建
設
課
長
I
好
風

山
内
真
部
線
は
、
今
年
度
二
百

四
十
メ
ー
ト
ル

（
七
千四
（
万

円
）
、
米
年
度
ニ
百
六
十
メ
ー
 

ト
ル

（
八
千
万円
）
で
工
事
が

終
了
し
、
総
延
長
四
千
六
百
メ
 

ー
ト
ル
で
あ
る
。
 



■冠婚の部 

会 	費 8,000円以内 

引 出 物 廃 

お色直し 3回以内 

結 納 金 50万円以内 

披露宴時間 3時間程度 

■葬祭の部 

8,OOOIリの会費制 
法 	嬰 

引山物は廃止 

香 	典 ―般は】.000円 

香典返し 礼状のみにする 

通夜の接待 お茶菓子程度 

お 布 施 一人 5万円以内 

花 	輪 花輪ポス夕ーにする 

■そ の他 

病気見舞 2 .000l'i 

見舞 j旦し 礼状のみにする 

お 祝 い 2,OOOJJ 

後 	別 廃止する 

訪間販売 慎jkに対処する 

農
業
と
核
燃
サ
イ
ク

ル
な
ど
に
つ
い
て
 

中
村
政
徳
議
員

質
問
①
I

近
世
論
を
賑

わ
し

て
い
る
、
六
ケ
所
 
「核
燃
サ
イ

ク
ル
」
設
置
に
対
す
る
町
長
の

意
見
を
伺
い
た
い
。
 

質
問
②
・
国
で

は
現
在
、
教
壇

に
立
た
な
い
小
・
中
学
校
事
務

職
員
、
栄
養
職
員
給

与
を
関
係

市
町
村
で
負
担
す
べ
き
と
い
う
、
 

い
わ
ゆ
る
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
改
正
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
町
長

の
意
見
を
伺
い
た
い
。
 

答
弁
①
町

長
I
六
ケ
所
村
に
世

界
初
の
試
み
が
建
設
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
 

「安
全
」
に
つ
い
て
は
不
確
か
で

断
言
で
き
な
い
と
思

う
。
し
か

し
、
現
存

ェ
ネ
ル
ギ

ー
に
替
わ

る
代
替

ェ
ネ
ル
ギ

ー
は
確
か

に

必
要
な
の
だ

か
ら
、
今
後
共
町

民
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
意
志
表

示
し
た
い
。
 

答
弁
②
町

長
ー
関
係
市
町
村

に

負
担
し

て
も
ら
う
と
い
う
、
国

の
改
正
に
は
反
対
で
あ
る
。
県

議
会
で
決
議
さ
れ
た
の
と
同
様
、
 

国
庫
負
担
を
念
願
し
て
い
る
。
 

金
木
病
院
の
運
営
と
財
 

［
政
問題
な
ど
に
「
い
て
 

沢
田
 
茂
議
員

質
問
①

I
昭
和
六
十
二
年
度
金

木
病
院
未
処
理
欠
損
金
が

三
億

七
千
万
円
、
昭
和
六
十
三
年
度

分
も
加
え
る
と
五

億
円
近
く
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
現
状
下
で
、
町
か
ら
の

一

般
会
計
繰
出
金
を
大
幅
に
減
額

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
 

ま
た
、
今
後
の
金
木
病
院
経

営
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
 

質
問
②
廿
金
木
病
院
と
同
様
、
 

多
額
の
継
持
管
理
費
を
費

や
し

て
い
る
町
営
牧
場
を
六
十
三
年

度
で
閉
鎖
す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

質
間
③
廿
県
が
発
注
し
た
冷
害

に
よ
る
救
農
土
木

事
業
で
、
河

川
の
雑
木
伐
採
が
あ
っ
た
が
、
 

町
で
は
こ
の
事
業

に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。
 

質
間
④
ー
厳
し

い
水
田
農
業
を

乗
り
切
る
た
め

に
、
銘
柄
米
確

保
の
体
制
づ
く
リ
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。
 

質
問
⑤
廿
町
が

管
理

・
運
営
し

て
い
る
諸
施
設
で
、

利
用
度
が

低
い
施
設
を
廃
止
す
る
考

え
は

な

い
か
。
 

質
間
⑥
I
自
然
休
養
村
管
理

セ
 
 

ン
タ
ー
の
円
滑
な
活
用
を
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
、
 

質
問
⑦
廿
町
道
の
認
定
基
準

は

何
か
。
 

質
問
⑧
l
小
田
川
河
川
改
修
事

業
で
、
嘉
瀬
小
栗
崎
地
区

の
橋

梁
か
け
替
え
箇
所
が
あ
る
が
、
 

現
在
あ
る
農
道
と
真
っ

す
ぐ
に

結
ぶ
た
め
の
陳
情
を
県

に
で
き

な
い
か
。
 

答
弁
①
町
長
I
お
話
さ
れ
た
欠

損
金
は
、
減
価
償
却
費
が

含
ま

れ
た
金
額
で
あ
り
、
純
然
た
る

欠
損
金
は
四
千
ニ
百
四
十
七
万

円
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
営

企
業
繰
出
金
は
法
律
的
に
元
利

償
還
金
の
三
分
の
二
に
相
当
す

る
額
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
 

金
木
町
、
中
里
町
両
町
合
わ

せ

て
毎
年
一
億
七
千
万
円
も
の
繰

出
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 

こ
の
範
囲
内
で
経
営
努
力
す
る

よ
う
念
願
す
る
。
今
後
は
病
院

議
会
に
も
検
討
し
て
も
ら

い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
 

答
弁
②
町
長
・
牧
場
建
設
に
か

か
る
償
還
金
返
済
は
、
六
十
七

年
ま
で
で
あ
る
が
、
早
急
に
担

当
課
と
相
談
し
御
指
摘
の
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
。
 

答
弁
③
木
村
建
設
課

長
甘
金
木

橋
下
流
か
ら
旧
十
川
ま
で
の
間

を
救
農
土
木
事

業
と
し
て
、
被
 
 害

農
家
十
五
名
（
事
業
費
二
百

ニ
十
万
円
）
で
実
施
し
た
。
 

答
弁
④
町
長
I
ご
指
摘
の
通
リ
 

「売
れ
る
米
」
で
な
く
て
は
、
 

将
来
の
水
膿
農
業
は
難
か
し

い

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
町
独

自
で
の
銘
柄
米
開
発
は
困
難
で
、
 

県
ぐ
る
み
で
の
取
リ
組

み
に
期

待
し
た
い
。
 

答
弁
⑤
町

長
u
利
用
度
が
低
い

補
助
事
業
で
建
設
さ
れ
た
も
の

は
、
償
還
終
了
後
早
急

に
と
リ

や
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

答
弁
⑥
町

長
I
川
倉
奏
の
河
原

と
結
び

つ
け
た
、
観
光
客
の
宿

泊
施
設
と
し
て
有
効
利
用
で
き

な
い
も
の

か
考
え
て
い
る
。
 

答
弁
⑦
町

長
I
町
道
へ
の
寄
付

採
納
が
あ
る
が
、
町
が
維
持
管

理
費
の
か
か
ら
な
い
た
め
に
側

溝

・
舗
装
等

の
整
備
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

こ

の
件
に
つ
い
て
は
土
木
常
任
委

員
会
で
も
了
解
済
で
あ
る
。
 

答
弁
⑧
町

長
廿
早

々
に
現
地
調

査
を
し
、
ご
要
望
に
応
え
た
い

と
考
え
て
い

る
。
 

再
質
間
①
廿
患
者

が

一
人
も
い

な
い
金
木
病
院
結
核
病
棟

（
一
一

十
床
）
を
赤
字
解
消
の

た
め
に
、
 

転
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。
 

再
質
問
②
I
患
者
が
増
え
て
い

な
い
の
に
、
東
洋
建
物
管
理
脚
 
 

へ
の
金
木
病
院
業
務
委
託
費
が

委
託
当
初
に
比
べ
て
二
倍
増
（
三

千
四
百
万
円
）
に
も
な
っ

て
い

る
が
、

こ
れ
は
ど
う
し

て
か
。
 

再
質
問
③
廿

今
後
の
冷
害

に
対

し
て
、
今
か
ら
共
済
金
等
に
即

応
で
き
る
専
門
部

会
の
設
置
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。
 

再
質
問
④
廿
町
道
認

定
の
件
で

あ
る
が
、

事
実
何
十
年
も
前

か

ら
道
路
と
し
て
使
用
し
、

町
で

砂
利
等
を
敷
い
て
い

る
所
も
そ

う
な
の
か
。
 

答
弁
①
町
長
I
院
長
・
事
務
長

に
は
こ
の
件
を
話

し
た
こ
と
が

あ
リ
、
私
自
身
は
利
用
度
の
高

い
病
棟
転
用
へ
の
意
志
は
あ
る
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
問
題

で
、
再
び
病
院
議
会

に
諮
っ
て

み
た
い
と
考

え
て

い
る
。
 

答
弁
②
町

長
I
現
状
の
病
院
収

支
を
考
え
た
場
合
、

職
貝
を
本

採
用
す
る
よ
リ
は
人
件
費
削
減

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
リ
、
病
院
議

会
か
ら
も
必
要

低
限
の
人
貝

配
置
で
連
営
す
る
よ
う
要
望
さ

れ
て
い
る
。
 

答
弁
③
町

長
I
早
々
に
設
畿
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

答
弁
④
町

長
ー
こ
の
件

に
つ
い

て
は
、
土
木

・
総
務
企
画
常
任

委
員
会
と
検
討
し
対

処
す
る
。
 

む
り
・
む
だ・
み
えの
な
 

い
豊
か
な
生
活
を
ク
 

金
木
町
新
生
活
連
動
推
進
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
リ
日
常

生
活
や
冠
婚
葬
祭
等
の
合
理
化

に
努
め
て
い

ま
す
の
で
、

皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

	"mH川川川金木だより ④ 

(
 

(
 



男42歳一女33歳

厄年147人…大厄肢う 

合同厄払い開催 

全
国

屈
指
の

転
作
推
進
地
に

学
べ

ー
〇
 

岩
手
県
 

都
南
村
 

の
農
家
ら
一
行
来
町
す
る
 

とJ 

▲金木中央公民館で行われた「合同厄払い」 

＼金加 

▲活発な質間が続出した「転作先進地研修」 

へ
 

⑤ 金木だより“川川I'll 	 

今
年
恭
臓
を
迎
え
た
男
女
が

去
る
一
月
四
日
、
中
央
公
民
館

で
“
合
同
厄
払
い
4

を
行

い
、
 

一
年
間
の
降
リ
か
か
る
厄
難
を

殿
い
落
と
し
ま
し
た
。
 

厄
年
は
、
男
ニ
十
五
歳

・
四

十
二
歳

・
六
十
歳
で
、
女
が
十

九
歳
と
三
十
三
歳
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、

人
の
一
生
の
う
ち
で

厄
に
逢
う
恐
れ
が
最
も
多

い
と

さ
れ
る
男

四
十
二
歳
、
女
三
十

三
歳
を
カ
大
厄
4

と
称
し
、
数

え
年
で
昔
か
ら
厄
払
い
の
儀
式
 
 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

金
木
町
で
は
、
十
八
年
程
前

か
ら
合
同
で
厄
払
い
を
実
施
し

て
お
リ
、
今
年
は
、
昭
和
二
十

三
年
四
月
二
日
と
一
十
四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

と
昭
和
三
十
ニ
年
四
月
二

日
、
 

三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
性
が
対
象
と
な
リ
、
 

合
わ
せ
て

一
四
七
人
が
参
加
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
は
、
男

一
万
二
千
円
、
女

一
万
円
の
会
費
制
で
発
起
人
ら

が
主
催
し
て
行
な
わ
れ
た
も

の

で
、
お
殿
い
を
受
け
た
あ
と

一

人

一
人
の
名
前
が
織
り
折
ま
れ

た
祝
詞
を
神
主
が
祭
壇
に
奏
上
、
 

男
女
の
各
代
表
が
玉
串
を
奉
典

し
、
お
ご
そ
か
に
厄
難
を
載
い

落
と
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
祝
宴
に
移
リ
、
 

金
本
正
人
発
起
人
代
表
が
 
「社

会
の
中
堅
と
し
て
一
人

一
人
が

自
覚
し
、
町
発
展
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
ー
い
と
挨
拶
リ

統
い
て
、
来
賓
と
し

て
山
席
し

た
大
橋
町
長
が
「

人
生
で
最
も

働
き
盛
リ
で
大
事
な
時
期
に
あ

る
。
健
康
に
留
意

さ
れ
、
人
生

に
悔
い
の
な
い
よ
う
今
後
各
界
で

の
活
躍
を
お
祈
リ
し
ま
す
い
と

無
事
除
厄
し
た
大
厄
者
た
ち
を

激
励
し
ま
し
た
。
 

今
や
全
国
で
も
屈
指
の
転
作

推
進
地
と
し
て
知
れ
わ
た
る
ほ

ど
ま
で
に
な
っ
た
金
木
町
ー
。
 

こ
の
推
進
地

に
少
し
で
も
学

べ
と
、
去
る
十
二
月
十
九
日
、
 

岩
乎
県
都
南
村

の
農
家
、
役
場

職
貝
ら

一
行
四
十
五
名
が
来
町

し
、
役
場
会
議
室
で
先
進
地
研

修
を
行
っ

た
。
 

研
修
で
は
、
当
金
木
町
産
業

課
の
担
当
者
よ
リ
 
「金
本
町
の

転
作
概
況
」
な
ど
が
説
川
？
され
 
 た

後
、
質
疑
応
答
に
移
リ
「
転

作
団
地
の
規
模
は
？
J
r大
豆
を

作
付
し
た
場
合

の
収
量
は
？

・」
 

な
ど
と
活
発
な
質
間
が
続
出
。
 

転
作

に
今
後
ど
う
取
リ
組
ん
で

い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
米
町
し

た
農
家
ら
も
真

剣
そ
の
も

の
で

し
た
。
 

昨
年
だ

け
で
も
県

内
外
 

か
ら
十

三
団
体
来
町
 

我
金
木

町
に
は
、
昨
年
だ
け
 

で
も
県
内
外

か
ら
十

三
団
体

（
廷
べ
四
百

人
余
リ
）
が
来
町
。
 

こ
の
よ
う
に
県
内

外
か
ら
視
察
団
が
来

町
す
る
理
山
に
は
「金

木
方
式
」
と
呼
ば

れ

る
独
特
の
転
作

方
式

が
樹
立
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
 

昭
和
五
十
六
年
に
な

っ
て
ほ
場
整
備
が
ほ

ぼ
完
了
し
た
こ
と
と
、
 

国
の
転
作
奨
励
補
助

金
引
き
下
げ

が
あ
っ

た
た
め
、
従
前

の
よ
 
 う

な
転
作
で
は
対
拠
で
き
な
く

な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
町
産
業
課
が
中
心
と
な
リ
、
 

農
家
、
関
係
機
関
と
の
打
合
会

議
等
を
当
時
ニ
力
月
間
で
六
十
数

回
開
催
す
る
な
ど
、

積
極
的

に

推
進
し
た
結
果
、
農
家
の
同
意

を
得
て
次
の
方
式
が

樹
立
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

高
収
益
作
物
導
入
が
‘
 

今
後
の
最
大
課
題
 

①
一
年
毎
の
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
 

ー
シ
ョ

ン
方
式

（
水
稲
→
大
豆
 

→
水
稲
）
に
よ
る
大
型
団
地

の

形
成
②
転
作
営
農
集
団

に
よ
る

機
械
化

一
貫
休
系
共
同
作
業
③

交
換
耕
作

の
斡
旋
④
互
助
方
式

の
導
入
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

転
作
面
積
の
増
加
・
転
作
助
成

金
の
引
き
下
げ

・
土
地
改
良
賦

課
金
の
負
担
増
鱗
ニ
よ
リ
稲
作

農
業
は
益
々
厳
し
い
状
況
下
に

お
か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
今
後
は
大
豆
、
小
麦
を
中

心
と
し
た
単
収
の
増
大
と

収
益

性
の
高
い
作
物

の
導
入
を
推
進

し
、
農
業
所
得

の
向
上
を
図
る

こ
と
が
最
大
の
課
題
と
い
え
る
。
 



f
・
」
」
 
神
 

・

加
名
い
難
志

づ
く
り
事
業
」
 
の
一環
と
し
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

建
築
面
 

神原地区に完成した「神原防災コミュニティセンター」 

80畳もある広々とした大広問 

一一 
	 ・ー― 

昭和町地区（金木）に完成した「金木東部地区コミユニティセンター」 

使用料及び使用時間 

巌但し、地域のコこュニティ活動のために利用さ

れる場合は無料となります。 

にコ雫,lJDllIJ 9 時～17時 17時～21時 

大 	広 	間 1.000円 7001'J 
会 	譲 	室 300r'J 200円 

礼 	法 	室 300円 200円 

農産加工研修室 600円 400円 

わらエ品研修室 300円 200円 

》
 

《
 

」
一
 

一
 「
 

一 
 ,' 

 

~ー’~ 一
 

校舎隣りに完成した「金木中学校柔剣道場」 

』
1
ト
上
 
一
『
 一
 

α
r

・
，
（
 
「
 

.
 

総
額
八
千
五
百
万
円
余
り
投
じ
 

地
区
住
民
、
生
徒
待
望
の
 

三
施
設
完
成
す
る
“
【
 

こ
の
ほ
ど
、
待
望
の
 
「金
木

東
部
地
区
コ
ミ
ュ
 
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
 
「金
木
中
学
校
柔
剣
道

場
」
 
「神
原
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ

ー
」
 
の
三施
設
が
そ

れ
ぞ
れ
完
成
し
た
。
 

金
木
東
部
地
区
コ
ミ
ュ
 
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ

ー
は
、
昨
年
八
月
か
 
 

ら
建
設
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
 

建
築
面
積
約
四
三
八
d

（約
百

三
十
三
坪
）
、
総
工
費
四
千
六

百
三
十

一
万
円
（
附
帯
工
事
費

含
ん
だ
額
）
で
完
成
。
建
設
地

は
、
金
木
町
昭

和
町
地
区
に
あ

っ
た
溜
池
を
大
蔵
省
か
ら
払
い

ド
げ
を
受
け
て
、
埋
め
立
て
整
 
 備

し
た
も
の
。
 

こ
の
施
設
は
、
昭
和
六
十
三

年
度
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
で

県
内
唯

一
、
ニ
千
万
円
の
助
成

金
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
は
 
「地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
」
 
に
大い
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

施
設

の
利
用
申
込
み
に

つ
い
て
は
、
金
木
東
部
地

区

（
山
道
町
、
昭
和
町
、
 

美
晴
町
）

の
三
町
内
で
組

織
す
る
同
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
委
員
会

（
米
塚
勝
春

会
長
。
5
21
4
3
0
4
)
 

へ
町
で
委
託
し

て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら

へ
申
込
み
『
 

し
て
下
さ
い
。
 

他
町
内
の
方
で

も
利
用

で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
金
木
中
学
校
柔

剣
道
は
昨
年
八
月
か
ら
約

四
カ
月
間
か
け
て
完
成
し

た
も
の
で
、
建
築
面
積
三

五
〇
が
（約
百
六
坪
）
、
総
 

工
費
三
千
二
百
九
十
八
万
円
。
 

道
場
内
に
は
シ
ャ

ワ
ー
室
、
更

衣
室
、
脱
衣
所
、
用
具
室
な
ど

が
設
け
ら
れ
た
立
派
な
も
の
。
 

現
在
、
金
木
中
柔
道
部

に
は

女
子
部
員
三
人
を
含
ん
だ
三
十

三
人
の
部
員
が

い
ま
す
が
、

お

と
と
し
は
 
「西
北
五
中
学
校
柔

道
大
会
」
 
で団
休
優
勝
、

昨
年

は
同
大
会
個
人
戦
女
子
の
部
で

優
勝
す
る
な
ど
、

す
ば
ら
し

い

活
耀
ぶ
り
が
目
立
っ
て
い
ま
玄
 

「
道
場
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
 

す
で
に
女
子
入
部
希
望
者
が
殺

倒
し
て
お
り
、
今
春
か
ら
は
女

子
部
員
が
増
え
そ
う
で
す
い
と
、
 

担
当
の
中
井
先
生
も
と
て
も

喜

ん
で
い
ま
し
た
。
 

一
方
、
神
原
防
災
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
「
防
災
ま
ち
 
 積

八
三

d
（
約
二
十
五
坪
）
、
総

工
費
六
百
十
七
万
五
干
円
（
造

成
費
含
む
）
で
完
成
。
今
後
は

神
原
地
区
火
災
発
生
時
に
お
け

る
速
や
か
な
ポ

ン
プ
の
運
搬
、
 

防
災
意
識
向
上

に
役
立
つ
こ

と

に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
こ
の
施
設
は
、
同
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
申

込
み
は
神
原
・
秋
元
繁
雄
宅
（
か

5
21
3
0
3
6

、
5
31
3
2

4
 

1
）
へ
。
町
で
同
氏
へ
管
理
運

営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
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金
木
町⑩
圏
雷
ん
嘉酉
お
（
）
語
に
窓
り
島
し

た
⑥
 

木 
町 

44人が出席して行なわれた「働く少年を励ます会」 

メ
ガ
ン
さ
ん
一
竿
業
する
 

新
聞
・
牛
乳
配
達
を
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
小
・
中

・
高

枚
生
を
激
励
す
る
「
働
く
少
年

を
励
ま
す
会
」
が
去
る
十
二
月

二
十
六
日
、
役
場
大
会
議
室
で

開
か
れ
た
。
 

こ
の
会
は
、
金
木
町
と
金
木

町
働
く
少
年
の
た
め
の
基
金
運
 
 営

委
貝
会

（
沢
田
茂
会
長
）
が

主
催
し
て
行
な
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
第
二
回
目
と
な
っ

た
。
 

励
ま
す
会
で
は
、
大
橋
町
長
、
 

沢
田
会
長
が
 
「寒
い
中
大
変
ご

苦
労
様
で
す
。
今
後
も
健
康
に

留
意
さ
れ
、
勉
学
と
両
立
で
き
 
 る

よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
い
な

ど
と
挨
拶
。
引
き
続
き
、
近
藤

教
育
長
が
激
励
の
こ
と
ば
を
述

べ
た
。
 

こ
の
あ
と
、
こ
の
日
出
席
し

た
四
十
四
人
を
代
表
し
て
金
木

南
中
三
年
・
原
田
豊
明
君
へ
図

書
券
が
沢
田
会
長
か
ら
贈
呈
。
 

ま
た
、
北
谷
金
木
巾
校
長
が
 

「働
く
こ
と
の
尊
さ
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
し
「
皆
さ
ん
が

配
達
し
て
く
れ
る
新
聞
を
見
て

人
々
は
世
の
中
の
情
報
を
得
て

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
 

と
て
も
大
事
な
役
割
を
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
勉
強
と
両
立
し

た
“
自
覚
‘
と
“
誇
り
4

を
持

っ
て
ほ
し
い
ー
い
と
力
強
く
激

励
し
た
。
 

現
在
、
金
木
町
内
で
は
七
十

四
名
の
少
年
た
ち
が
新
聞
、
牛

乳
配
達
を
し
な
が
ら
勉
強
と
両

立
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
配
違

に
米
た
ら
ご

」
苦
労
さま
4

と

一
声
か
け
て
あ
げ
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
ね
。
 

金
木
高

留
学
生

か
雪
景
色
4
に
感
動
 

昨
年
十

一
月
号
で
ご
紹
介
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
 

ー
か
ら
の
交
換
留
学
生
メ
ガ
ン
・

ル
イ
ス
さ
ん
（
一
一
〇
）
が
、
 一
年

間
に
わ
た
る
金
木
高
校
で
の
留

学
生
活
を
終
え
、
去
る
一
月
十

ニ
日
、
た
く
さ
ん
の
思
い
畠
を

胸
に
帰
国
し
た
。
 

十
二
月
二
十
三
日
行
な
わ
れ

た
同
校
卒
業
で
は
、
卒
業
証
書
 
 の

ほ
か
に
大
好
き
な
ル
日
本
人

形
一
も
贈
量
さ
れ
大
喜
び
。
 

「
あ
っ
と
い
う
間
の

一
年
で

し
た
が
、
金
木
町
の
皆
さ
ん
に

は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
日
本
語

を
マ
ス
タ
ー
で
き
た
こ
と
、
友

達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
、
 

は
じ
め
て
見
た
り
雪
景
色
4

に

感
動
し
た
こ
と
な
ど
思
い
出
が

い
っ
ば
い
で
す
い
と
、
立
派
な

日
本
語
で
淡
々
と
思
い
出
を
語
 

っ
て
く
れ
た
。
 

H

本
語
生
か
す

仕
事
し
た
い
 

帰
国
後
は
、
大

学
に
入
リ
観
光

・

レ
ジ
ャ
ー
産
業
に

つ
い
て
学
ぶ
予
定

で
「
今
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
日
本

と
は
交
流
が
と
て

も
挑
ん
。
火
学
を

卒
業
し
た
ら
、
H
 

本
語
を
生
か
し
て

通
訳
か
観
光
関
係

の
仕
事
を
し
た
い
」
 
 と

、
将
来
の
夢
し
。
 

‘
一
 

/
 
7
 

1
一
、
 ‘
・
、
 

《
，
ソ！
.
I
、
一
》・

 

l
ノ
ノ
 
，一
 
，！
くし
 

シ
ド
ニ

ー
は
、
人
口
四
百
万

人
の
大
都
市
で
、
金
木
町
と
は

格
段
の
差
が
あ
る
が
「
国
際
的

視
野
に
立
っ
て
、
異
文
化
を
理

解
し
合
う
た
め
に
是
非
私
に
乎

紙
下
さ
い
。
返
事
は
必
ず
出
し

ま
す
い
と
最
後
に
話
し
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
 

国
際
交
流
の
た
め
に
も
、
機

会
を
み
て
是
非
出
し
て
あ
げ
た

い
も
の
で
す
ね
。
 

メ
ガ
ン
さ
ん
の
住
所
は
次
の

と
お
リ
で
す
。
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勉
学
と
両
立
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 

ー
第
二
回
「働
く
少
年
を
励
ま
す
会
」
開催
ー
 

卒業証書と大好きな日本人形を贈られ大喜びのメガンさん 

レター待っています 

Meghan Louise Butcher 

11 My oo・a Road 

Terrey Hills 2084 

Sydney Australia 
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Iに十 
，ト四 

抄日 
，る会 

②ク
リ 
ス 
マ 
ス 

ラ 
レ 
ゼ 
ニノ 
ト 

が
訪
れ
る
と
、待
ち
兼

ね
て
い
た
子
供
た
ち

か
ら
大
き
な
拍
手
が

沸
い
た
。会
貝
ら
が

一

人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
し
、田
中

会
長
が
 
「ま
た
来
年

も
来
ま
す
か
ら
い

い

子
に
し
て
下
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
 

子
供
た
ち
は
大
き
な

声
で
 
「は
い
ノ

・」
 
と

約
東
し
て
い
た
。
こ
の

後
、
子
供
た
ち
が
「
サ

ン
タ
の
お
じ
さ
ん
あ

り
が
と
う
ノ

・」
 
と
元
 

気
に
お
礼
を
述
べ
、
お
（
 

返
し
に
日
頃
練
習
し

r
‘」
 

た
遊
戯
を
披
露
し
た
。
 

；・』 “  

25年問続けられている“ 14日会々員によるクリスマス・プレゼント I, 

釦せいが 

郵！II 
たくさんの子供たちで賑わ 

ノ 
若さあふれる五所川原RAジャズ

ダンス・スタジオのギャルたち 

サ
ン
タ

ハ
ウ
ス
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
 
「サ
ン
タ

・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
8
8」
 
が去
る
十
一
一

月
十
七
、

十
八
日
の
二
日
間
、
 

芦
野
公
園
内
特
設
会
場
で
に
ぎ

や
か
に
行
な
わ
れ
た
。
 

こ
の
催
し

は
、

同
委

員
会

クサ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4

の

中
の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た

も
の
で
、
金
木
郵
便
局
内

へ
の
 

「
サ
ン
タ
文
庫
」
設
置
に
始
ま

り
 
「サ
ン
タ
の
小
箱
小
包
便
」
 

「
サ
ン
タ
列
車
」
の
運
行
な
ど

多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ

て
き

た
締
め
く
く
り
行
事
。
 

こ
の
日
は
、
厳
し

い
寒
さ
の
 
 な

か
、
一
百
間
で
約
六
百
人

の

子
供
た
ち
が
元
気
に
集
ま
っ
た
。
 

タ
や
み
の

迫
る
午
後
四
時
過
ぎ

大
橋
町
長
が
 
「良
い
子
の
皆
さ

ん
、
き
ょ
う
は
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
 

ス
と
楽
し
く
遊
ん
で
下
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
五
所

川
原
R
A

ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
ス
タ

ジ
オ
の
人
た
ち
に
よ
る
ダ

ン
ス

で
に
ぎ
や
か
に
開
幕
。
 

子
供
た
ち
が

特
製

の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
下
で
 
「赤
鼻
の

ト
ナ
カ
イ
」
な
ど
を
歌
う
中
、
 

金
木
高
校
へ
留
学
中
の

メ
ガ

ン

さ
ん
扮
す
る
“

女
性
サ
ン
タ
4
 

が
登
場
。
に
こ
や
か
に
子
供
た
 
 

ち
と
握
手
を
交
わ
し
な
が
ら
、
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
た
。
 

会
場
で
は
ポ

ニ
ー
の
乗
リ
放

題
や
、
ス
ト
ー
プ
列
車

の
開
放

な
ど
も
同
時
に
行
な
わ
れ
、
子

供
た
ち
の
歓
声
が
あ
た
り
に
響

き
わ
た
っ
て
い
た
。
 

ま
た
、
去
る
十
二
月
＋
四
日

に
は
、
保
育
所
や
児
童
館
に
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
じ
さ
ん
た

ち
が
訪
れ
、
子
供
た
ち
に
ひ
と

足
早

い
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
っ
た
。
 

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
十
四

日
会

（
田
中
豊
蔵
会
長
）
が
子

供
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と

二
＋
五
年
前
か
ら
統
け
て
い

る

も
の
。サ
ン
タ
の
衣
装
に
身
を
包

み
、大
き
な
袋
を
担
い
だ
会
員
ら
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I 子どもたちに議麟麗 / 

I「サンタ●フェステイバル”朋」 


